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今
春
、
東
京
の
国
立
新
美
術
館
で

「
佐
藤
可
士
和
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ユ
ニ
ク
ロ
や
今
治
タ
オ
ル
な
ど
多

く
の
企
業
ロ
ゴ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

手
掛
け
る
佐
藤
氏
は
、
憧
れ
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
会
場
を

訪
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

図
録
を
購
入
し
家
で
楽
し
く
観
賞
し
て

い
ま
す
。

　

佐
藤
氏
の
作
品
に
憧
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
2
0
0
0
年
に
手
掛

け
ら
れ
た
S
M
A
P
の
ア
ル
バ
ム
「
S

m
a
p
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
赤
・
青
・
黄
の
三
色
で
構
成

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
の
年
の
デ
ザ

イ
ン
賞
を
総
な
め
に
し
ま
し
た
。
当
時

は
も
ち
ろ
ん
、
今
見
て
も
カ
ッ
コ
よ
く

て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
佐
藤
氏
は
、
「
色
で
表
現
す

る
の
が
一
番
単
純
で
綺
麗
で
強
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
強
さ
に
惹
か

れ
、
私
も
作
品
に
原
色
を
よ
く
用
い
て

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
活
動
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作

品
を
制
作
し
、
グ
ル
ー
プ
展
や
美
術
展

へ
出
品
し
て
い
ま
す
。
制
作
は
、
ま
ず

気
に
な
っ
て
い
る
モ
ノ
や
事
柄
、
も
し

く
は
そ
の
時
の
心
情
な
ど
か
ら
メ
イ
ン

と
な
る
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
パ
ソ
コ
ン

上
で
描
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
形
を
も

と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を

考
え
、
色
を
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

　

作
品
制
作
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
色
と
形
の
配
置
と
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

色
と
形
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
作
品

の
印
象
が
変
わ
る
の
で
、
パ
ズ
ル
を
完

成
さ
せ
る
よ
う
な
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

と
は
言
え
、
な
か
な
か
最

初
の
ピ
ー
ス
が
埋
ま
ら
ず
、

い
つ
も
出
品
期
限
ギ
リ
ギ

リ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
一
つ
定
ま
る
と
堰

を
切
っ
た
よ
う
に
勢
い
づ

き
完
成
に
グ
ッ
と
近
づ
き

ま
す
。
そ
の
瞬
間
が
気
持

ち
よ
く
、
悶
々
と
し
た
時

間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

作
品
制
作
で
は
も
う
一
つ
、
遊
び
心

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
遊
び
心
が
加
わ

る
と
、
作
品
に
個
性
が
宿
る
気
が
し
ま

す
。
「
色
」
「
形
」
「
遊
び
ゴ
コ
ロ
」

す
べ
て
の
要
素
が
カ
チ
ッ
と
噛
み
合
っ

た
と
き
、
発
信
力
の
あ
る
作
品
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
揃
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
見
て
く
だ

さ
る
方
に
少
し
で
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
発
信
力
の
あ
る
作
品

を
目
指
し
て
、
今
後
も
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第25回グループ展 参加作品「25」（2021年）

グループ展告知用デザイン 制作テーマ「ツナガル」（2014年）

青山芸術祭 参加フラッグ（2009年）

　
　

色
と
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遊
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コ
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／
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塑
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月　

日
∫
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１１

１４

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７９

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
県
外
か

ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、審
査
の
結

果
、 入
賞
と
な
っ
た
１
４
６
作
品
を
は

じ
め
４
４
２
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
３
７
０
０
名
の
方
々

が
来
場
さ
れ
、
作
者
の
熱
い
思
い
が
詰

ま
っ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
金
曜
日
は
終
了
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
仕
事
帰
り

の
方
な
ど
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
種
目
別
解
説

は
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で
行
わ
れ
、

来
場
さ
れ
た
方
々
は
と
て
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
市
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞
、

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

１００

た
方
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

同
一
種
目
内
で
の
掲
載
順
は
順
不
同
で

す
。 

（
敬
称
略
）

市
長
賞

　

王　

冠
賢

教
育
委
員
会
賞

　

吉
田　

眞
弓

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

坂
倉　

敏
雄

市
長
賞

　

大
島　

勘
一　
　
　

丹
慶　

哲
宏

　

中
田　

世
津
子

教
育
委
員
会
賞

　

河
村　

正
子　
　
　

橋
本　

悦
司

　

福
岡　

ゆ
ら
り

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

小
玉　

君
子　
　
　

島
津　

秀
典

　

森　

未
萌

市
長
賞

　

ヒ
サ
オ
・
カ
メ
ヤ
マ

教
育
委
員
会
賞

　

堀
部　

美
奈
子

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

中
原　

可
南
子

市
長
賞

　

松
岡　

里
奈

教
育
委
員
会
賞

　

小
崎　

千
恵
子

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

伊
藤　

光
江

市
長
賞

　

北
野　

愛
珠

教
育
委
員
会
賞

　

塩
澤　

香
苗

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

山
田　

美
保
子

市
長
賞

　

大
橋　

渓
煙　
　
　

佐
合　

華
婉

　

林　

華
静

教
育
委
員
会
賞

　

永
田　

張
羽　
　
　

宮
田　

苔
華

　

村
上　

桂
崚　
　
　

村
瀬　

紫
苑

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

小
川　

香
風　
　
　

後
藤　

柳
月

　

ã
松　

彩
月

市
長
賞

　

安
藤　

貴
紀

教
育
委
員
会
賞

　

安
藤　

雅
彦　
　
　

谷　

覚
美

　

山
内　

敏
且

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

１００

　

橋
本　

秀
子

79

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
の

企
画
展
「
２
０
２
１
一
宮
市
現
代
作
家

美
術
秀
選
展
」 （ 　

月
４
日
º
〜　

日

１２

１９

∂ 
） 
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

写　
　
　

真

書

工　
　
　

芸

デ
ザ
イ
ン

日本画部門解説
（久世直幸さん）

彫
刻
・
立
体

彫刻・立体部門解説
（櫻井真理さん）

写真部門解説
（夫馬勲さん）
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９
月　

日
π
〜　

日
∂
、
愛
知
県
美

２２

２６

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
第　

回
愛
知
県

４６

文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
６
名
の
方
が
出
品
さ

れ
、
森
茂
正
さ
ん（
洋
画
部
門
）が
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月
８
日
º
・
２
月　

日
º

１２

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月
９
日
∂
・
２
月　

日
∂

１３

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A（　

）７
０
７
４
）

８５

「鶏 頭」　　　　　　高橋 弘子

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
る

催
し
や
教
室
な
ど
は
中
止
・
延
期
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
は
、

問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し
催
し（
報
告
）

（
報
告
）

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）

　
一
宮
市
は
９
月
１
日
π
に
市
制
施

行
１００
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
協
会

の
４
名
の
方
が
、
長
年
に
わ
た
る
文

化
振
興
へ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
一

宮
市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１２
月
１
日
π
に
一
宮
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
式
典
で
、
受
賞

者
の
功
績
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

副
会
長
　
三
輪
清
弘（
洋
画
部
門
）

　

理
　
事
　
鵜
飼
辰
郎（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
彫
塑
部
門

）

　

理
　
事
　
浅
井
英
仁（
吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門

）

　
元
理
事
　
青
木
小
代
子（
詩
部
門
）

〜
一
宮
市
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
〜

〜
一
宮
市
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

一宮市芸術文化協会 
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文
連
美
術
展



【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１６

２０

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民

俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）

ま
で
に
参
加
希
望
日
・
当

季
雑
句
２
句（
初
参
加
の

方
は
希
望
者
だ
け
）・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
参

加
経
験
の
有
無
を
記
入
し
、

ハ
ガ
キ（
〒　
―　
　

本
庁

４９１
８５０１

舎
生
涯
学
習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
１
日
∏

１８

３
月
１
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

で
行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

２９

２６

３
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２６

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方

を
は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背

景
に
も
触
れ
な
が
ら
初
め
て

の
方
に
も
分
か
り
や
す
く

「
唐
詩
三
百
首
」
を
解
読
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
さ
ん （
東
洋
文
化
振

興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２３

２７

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一

宮
川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

５
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課（
A（　

）７
０

８５

７
４
）

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
事
前
募
集
し
た
中
か
ら
互
選

に
よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま

す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
１
月　

日
∑
ま
で
に
ハ
ガ

１０

キ
に
て
雑
詠
一
首
提
出

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書

道
会
一
宮
支
部
】

　

A
０
９
０
―

８
１
３
０
―

０
７
１
３

日
時
▼
２
月　

日
∂

２７

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

４５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
▼「
船
橋
物
語
〜
美
濃
路
と
各

地
の
船
橋
の
歴
史
」

講
師
▼
神
田
年
浩
さ
ん              （
一
宮
市
博

物
館
学
芸
員
）

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
舞
踊
協
会
喜
美
会
】

　

A（　

）５
６
６
０

７２

日
時
▼
３
月　

日
¥

２１

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１１

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
「
祭
の
花
笠
」「
浅
妻
船
」
他

二
十
数
演
目
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

脇
田
会
】

　

A（　

）１
０
９
４

８７

日
時
▼
２
月　

日
∂

２７

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

会
場
▼
木
曽
川
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場
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『
市
民
俳
句
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
令
和
Ù
年
度（
公
社
）中
部
日

本
書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

『
筝
演
奏
会

（
お
筝
で
綴
る
今
昔
物
語
）』

 
い
ち
の
み
や
市

  　

周
年
記
念
事
業

１００
『
花
柳
流
喜
美
会
最
終
回
公
演

　

周
年
記
念
』

６０


